
〔短報〕 105（梅雨；中小規模の降水；降水の日変化；TPEX）

九州の梅雨期における降雨の日変化の特徴

栗原和夫＊・加藤輝之＊＊

　1．はじめに

　対流などによる降雨が日変化をすることは，よく知

られている．たとえば，夏の雷雨の活動などは，その

よい例であろう．対流活動などによる降雨の日変化に

ついては，陸上では日射による地表面加熱による対流

の発達により，午後に降水量の極大が現われること，

また，早朝にも，ピークが，特に海上で顕著に現われ

ることが指摘されている（岩崎・武田，1993，三角，

1993，Nitta　and　Sekine，1994，Misumi，1997）．

　この報告では，九州の梅雨期に焦点をあて，気象庁

で作成しているレーダーアメダス解析雨量データを用

いて，降水量の最大と，降水面積について日変化の特

徴を調べた．対象とした期問は，TREX（南九州豪雨

観測実験）の行われた1996年6月15日1時から7月8

日24時までの約23日間である．

　2．解析方法

　データは気象庁で作成した1時間毎のレーダーアメ

ダス解析雨量データである．これは，レーダーの反射

強度とアメダスによる実測の降水量から約5kmメッ

シュ毎の降水量を計算したものである（予報部予報課，

1995）．データの得られる領域はレーダーの探知範囲に

制限されるが，九州付近では，九州を中心として約800

km程度であり，陸地に近い海域でも降水量を得るこ

とができる．

　解析の対象としたのは，28N－35N，127E－134Eの領

域である（第1図）．梅雨前線の構造は，東日本と西日

本で異なるといわれている（二宮ほか，1979）．今回は，

このうち，著しい強雨をもたらす西日本の梅雨前線に
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第1図　解析に用いた領域（太線内）．地形の等値

　　　線は500mごと．

おける降雨の特徴を調べるために，九州を中心とした

解析雨量データの得られる範囲を領域に選んだ．領域

は海洋と陸地とを含んでいるが，それぞれについても

解析を行った．

　レーダーアメダス解析雨量データでは，アメダスの

降水量の観測値のない海上や，局地的な強い対流性降

雨では精度が悪くなるが（予報部予報課，1995），今回

の解析では細かな精度は問題にしない．

＊気象研究所環境・応用気象研究部．

・＊＊気象研究所予報研究部．

◎1997　日本気象学会

一1997年4月28日受領一

一1997年6月30日受理一

　3．降水量の最大値

　梅雨前線上の降雨の中で，最も大きな興味の対象の

1つは，それのもたらす強雨現象である．期間中の強

雨の出現特性を調べるために，全領域内の最大降水章

の時系列（第2図）を作成した．縦軸は領域での前1

時間降水量の最大値である．横軸は日本時間で数字は

日を示し，データを1時間毎にプロットしている．縦
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第2図　全領域内の前1時間の最大降水量（mm／1時間）の時系列．横軸は日本時間で数字は
　　　　日を示し，縦の点線は朝の9時（日本時間）である．

の点線は朝の9時（日本時間）で，横軸の目盛は0時

（同前）を表わす．

　梅雨前線はこの期間中，低気圧の動きとともに朝鮮

半島南部から奄美大島付近まで南北に振動するが，ほ

ぽ対象領域内に位置していた．

　最大値は時間とともに大きく変化していて，ほぼ毎

日1時間降水量が50mmを越えるような強い降雨が観

測されている．強雨の発達・衰弱には，2，3時間内

に発達し，同じ程度の時問内に衰弱する，スパイク状

の急激な変動が現れている．このことは，強雨は，強

雨を伴った雲クラスターの移動という側面よりも，あ

る瞬間から急激に発達・衰弱する対流活動によっても

たらされる要素が大きいことを示している．この結果

は4節の結果ともあわせ，日本周辺の雲クラスターが

短寿命であることを指摘した岩崎・武田（1993）の結

果とも一致する．

　また，図では毎日朝の9時前後に強雨が現われやす

い傾向が見られ，日変化成分の強いことが予想される．

降水量の領域最大値の日変化について調べるために，

第1図に示した領域での1時間降水量の最大値の期間

平均からその日変化を作成した（第3図）．日変化は，

海洋，陸地，領域全体に分けて示した．横軸は1日の

時間で，データは1時間ごとにプロットしてある．海

洋，陸地，全領域ともに，最大値は概ね早朝の8時か

ら9時頃で最も大きくなり，その後次第に減少して，

夜の21時から23時頃にかけて最も小さくなる．この間，

最大と最小の比は，海洋及び全領域で約1．5，陸地で約

2となり，顕著な日変化を示している．三角（1993），

Nitta　and　Sekine（1994），Misumi（1997）などの結
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領域内の前1時間最大降水量（mm／1時
間）の日変化．横軸は日本時問．太実線

は全領域，細実線は陸地，細点線は海洋
での値を示す．

果は領域平均的な日変化であるが，海洋上での降水量

や，衛星のTBB（黒体輻射温度）などに現われた日変

化と，今回の領域最大降水量とは変化がよく似ている．

　興味深いことは，陸地に対し彼等が指摘しているよ

うな午後の極大が，陸地では13時頃，海洋と全領域で

は15時前後に見られるが，ごく弱いことである．午後

の極大は海洋の方が大きいほどである．これは，この

期間，九州が雲で覆われていて，積雲対流が発達しに

くかったことなどによるのであろう．

　一方，朝の最大値も陸地で顕著に現れている．時間

的には海洋より遅く出現しており，この時間帯では，

16 “天気”44．9．
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第4図　全領域内で10mm／1時間以上の降水量が観測された降雨面積（×100km2）の時系列．

　　　　その他は第2図と同じ．
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（a）1mm／1時間以上，（b）10mm／1時間以上，（c）30mm／1時間以上の降雨面積（×100

km2）の日変化．その他は第3図と同じ．
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海洋の影響が陸地に伝搬していることを示唆してい
る．

　4．降水面積

　第4図は，10mm／1時間以上の降水量が観測された

領域全体での面積の時系列である．縦軸は100km2を

単位とした面積を表わす．横軸は第2図と同様である．

第2図の領域最大降水量と同じように，面積も著しい

時間変動を見せ，3時間程度の間に10倍にものぽるよ

うな面積の増減を示している例も多い．このような降

水面積の急激な変動は，ほぼ毎日起きており，朝の9

時前後に極大が現われている．

　全期間で平均した降水面積の日変化を第5図に示

す．各図は1mm／1時間以上（a），10mm／1時間以上

（b），30mm／1時間以上（c）の降水面積の日変化で

あり，海洋，陸地，全領域に分けて示してある．陸地

での降水面積は小さくなっているが，海陸分布の違い

によるものと考えられ（陸地／全領域＝0．15），海洋と

陸地の日変化の特性の違いは大きくないと言える．

　3つの図はよく似た特性を持っている．早朝の6時

から9時にかけて最大面積になった後，次第に縮小し

て夜の21時から23時頃に最小面積となる．午後の13時，
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第6図実際の降雨の例．レーダーアメダス雨量合成図のデータより求めた3時間降
　　　　水量を各図下に付した陰影で示す．各図は7月1日21時（左上），7月2日
　　　　の3時（左下），9時（右上），15時（右下）の前3時間降水量である．アメ

　　　　ダス観測点での風の矢羽の長羽は2m／s，短羽は1m／s，旗は10m／sを表わ
　　　　す．

18 “天気”44．9．



九州の梅雨期における降雨の日変化の特徴 635

から16時頃にかけて弱い2次的なピークが現われてい

る．3つの図では位相のずれはほとんどなく，降水量

の最大値とも時間変化の特性は一致している．しかし，

1日での最大面積と最小面積の比は，全領域と海洋で

はおおむね（a）2，（b）4，（c）7となっていて，強い

雨の方ほど面積の増減の割合が大きい傾向を示してい

る．30mm／1時間以上の降水面積は値が小さいので値

自身の信頼性は低いかもしれないが，日変化の顕著さ

は明瞭である．陸地については，これより比が大きい

が，同様の傾向を持っている．このことから，弱い降

雨域は，前線上に常に存在し，それに日変化が加わる

ようになっているが，強雨域は，前線上に常に存在す

る訳ではなく，日変化により形成される部分が大きい

ことが分かる．もちろん，強雨域の形成の原因が，日

変化だけではなく，その他にもあることは，第4図で

朝9時以外にも極大が現われている（6月19日，20日，

7月3日，5日など）ことから分かるが，回数は多く

はない

　5．降雨の日変化の例

　第6図に実際の降雨の日変化の1例を，レーダーア

メダス解析雨量データを用いて示す．この例は7月1

日の21時（左上）から7月2日の3時（左下），9時（右

上），15時（右下）の前3時問降水量である．図で点線

は1mm／3時間の等値線で，10～20mm／3時間，20～50

mm／3時間，50mm／3時間以上の3ランクに分け，降

水量の多いほど濃い陰影（50mm／3時間以上では黒）

を付けている．

　この日，梅雨前線はほぽ南九州に位置していた．梅

雨前線に伴う降雨は9時では南北に広がりを持ち，複

雑な構造を示している．アメダスの風が，九州南の海

上の島では西よりの4～8m／s程度の風，前線の北側の

陸上では風が弱く風向も定まっていないなどから，前

線の南端は鹿児島県南部（3時）か，南海上（その他

の時間）であったことが推定できる．

　降雨の変化は，複雑で，簡単には説明できない．し

かし，この例で，今回示した日変化の様子を見ること

ができる．7月1日21時には無かった50mm／3時間以

上の強雨域（黒の陰影）が，7月2日の3時になると

鹿児島県の西方の海上に現われる．それと同時に，

20～50mm／3時間と10～20mm／3時間の領域もその

強雨域を包むようにして面積を増やしている．これが，

9時になると3つの降雨域の面積とも増大しているこ

とが分かる．15時になると強雨域は消え，20～50mm／

3時間と10～50mm／3時間の領域のみわずかに残る

程度に弱まっている．このような降雨域の増大，減少

は，前節までの結果を考慮すると，擾乱の発達や領域

内の通過によるというよりも，むしろ日変化の成分が

大きいことが分かる．

　6．まとめ

　1時間毎のレーダーアメダス解析雨量データを用い

て，TREX（南九州豪雨観測実験）の行われた1996年

6月15日から7月8日までの九州での梅雨期の降雨の

特徴について調べた．対象とした領域は，28N～35N，

127E～134Eであり，梅雨前線は期間中ほぼこの領域

内にあり，領域内のどこかで毎日のように50mmを越

える1時間降水量の最大値が観測されていた．降水量

の最大値の時系列から，強雨が数時間の内に急激に発

達・衰弱していることが分かった．この時降水量の

領域最大値と，ある降水量以上の領域の面積には顕著

な日変化が見られた．すなわち，朝の6時から9時に

最大になり，夜の21時から23時にかけて最小になる．

その間で午後の13時から16時にかけて2次的な弱い

ピークが見られた．この結果は，三角（1993）やMisumi

（1997）が指摘したような日本の陸地に近い海洋上での

降水量の日変化とよく似ている．このような日変化は，

海洋と陸地で共通して見られた．また，降雨面積の日

変化は，大きい降水量の領域の面積ほど大きく，強雨

の多くは日変化により形成される傾向があることが分

かった．
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支部だより

関西支部1997年度第1回例会

　日本気象学会関西支部は，1997年度第1回例会（近

畿地区）を次のとおり開催します．多数の参加をお願

いします．

日時：1997年10月22日（水）13：00～17：00

会場：京都地方気象台

　　　　京都市中京区西ノ京笠殿町38

　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　O75－823－4302

テーマ：「中小規模現象」

特別講演

「熱的に誘起される局地風とその中での重力流の挙動」

　　　　　　　　　　植田洋匡（京都大学防災研究所）

特別講演

「関西国際空港の空港気象ドップラーレーダーによる

降水と風の観測」

　　　　　　　　　　石原正仁（関西航空地方気象台）

1．都市域とその周辺における大気メタン・オゾンに

　　関する解析

　　　　　　　　　　岩嶋樹也（京都大学防災研究所）

2．メソ対流系の重力波励起について

　　　　　　　　　＊重　尚一（京都大学防災研究所）

　　　　　　　　　　里村雄彦（京都大学理学研究科）

3．海陸風の数値シミュレーションについて

　　　　＊畠山拓治・田中正昭（京都大学防災研究所）

4．京都府の降雪分布予測について

　　　　　　　　　　　　瀧　良二一（京都地方気象台）
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